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CO2 2022 3

CO2

2021 9 6 9 14

 3-3

ヒアリング結果（要望等） 改良

操作性 ・入力項目が多い

・入力に時間がかかる

・利用目的がわかりづらい

・入力値の標準ガイドの表示

・削減効果の低い項目の検討 削除（洗濯機

掃除機の利用に関する項目）

対策項目 ・地域性（寒冷地等）の違いが必要

・自動車に関する項目の追加

・住宅設備に関する項目の追加

・太陽光発電に関する項目の追加

・地域性による項目選択（カスタマイズ機能の追

加）

・次世代自動車への買換え項目を追加

・給湯 断熱に関する項目を追加

・創エネに関する項目を追加

結果の

出力

・表ではなく視覚的に見やすいものが良い

・概要を説明するような文章や関係リンク、

資料等の詳細が付くとよい

・図表を主とした出力に変更

・ 年までの人口増減を含む将来推計結果

の追加

・ライフスタイルの変化及び電力排出係数の変

動による削減効果を色分けし見やすくする

・関係リンク等の情報を付加

2050

Excel
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2030 2050

 3-3

1

2

CO2 3

2021
WEB 4

2050

1

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/karte.html 2021 10
2 30
https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/t-page.asp 
3

https://www.nies.go.jp/gio/index.html 
4 WEB
https://webapp.uchieco-shindan.jp/ 
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 3-4

 3-4
分類 地域センターからの要望 

情報提供 補 助 金 等

の情報 

・「地域の事業者の脱炭素化支援等」補助事業の詳細の随時提供と当該事業の

地域センターの計画・実施へのアドバイス 

・補助金等に関する情報提供 

脱 炭 素 経

営支援に関

する情報 

・SBT 認定 

・RE100 等に取り組む際の具体的な手順に関する情報提供・相談対応 

・具体的な脱炭素経営のノウハウ 

・支援のあり方 

・国等の支援とりまとめ（ホームページ等）など資料、データベースの提供 

・ホームページ等における情報源情報となるデータベース整備（脱炭素経営の基

本的な考え方や補助・支援制度等） 

・全国センター及び地域センターがそれぞれ求められている基本的な役割・事業

分担の整理 

企業のニー

ズ 

・各地域センターがどのような取り組みをしていくのか、企業からどのような取組

支援が望まれているかの情報提供 

先行事例 ・先行して、事業者に対する脱炭素経営に係る事業者との連携構築や支援セミ

ナー等を実施されている地域センターの事業内容等の情報提供をお願いした

い。 

・先進事例の情報共有 

・中小企業から大企業を含む多様な先行事例の情報とともに、資金、経営資源

が十分ではない中小企業における普及可能な事例、付随する情報等の提供 

全 国 の 情

報等 

・県別（地域別）の一次エネルギー特に再生可能エネルギーの推進状況や取組

状況等の情報 

・ 気候ネットワーク、WWF、自然エネルギー財団、ローカルグッド創成支援機

構、などとの交流による日常的な情報提供 

・関係団体リスト 

・相談をつなげる各種全国レベルのネットワーク等の情報のＨＰでの提供 

・中小企業や事業者等支援に必要な資料・データベース等（地域の経済、産業、

再生可能エネルギー資源の状況等基礎情報）の提供 

人材バンク ・セミナーや勉強会への講師派遣 

・脱炭素経営に関するセミナーテーマの提供とそれに付随した講師の紹介 

・脱炭素経営に関する専門家の紹介 

・中小企業の脱炭素経営に向けた意識醸成に資するセミナーの講師の紹介など

・地域センターにおいて事業者向けセミナー等の開催時に、依頼可能な講師の

紹介制度 

 →脱炭素経営に資する事業者支援実施にあたり、講師をしてくださる専門家

を紹介いただける人材バンクのような仕組みがあると助かります。 

・アドバイスに際しての外部アドバイザー紹介 



16 

研修・勉強会 ・中小事業者向けの理解促進支援（ESG 投資、脱炭素経営（SBT 認証・TFCD・

Re100、地域循環共生圏など） 

・研修会の実施 

・国の脱炭素経営に関する補助事業等の説明会 

・価値総合研究所講師によるリーサスによる地域経済循環分析の使い方講習 

・事業者支援の進め方に関する研修 

・地域センターとして取り組むべき、中小企業や事業者等支援に向けた支 

援内容・支援方法の研修 

・地域センター向けの事業者支援研修会開催 

 →地域センターとして事業者支援を本格化するにあたり、どのように事業 

 を進めて行けば良いのか、ご教示いただきたいです。 

・事業所向けの脱炭素経営のための導入プログラム（ツール）のパッケージ化と

利用のための研修 

マニュアルの提供 ・省エネ診断のマニュアル作成 

・脱炭素経営に資する事業者への支援の具体的内容について、理解を深めるた

めの資料や手引きが欲しい。 

・手探り状態のセンターができることは何かを知りたい。その上で、1 年目はここ

まで、2 年目はここまで、のような具体的な工程表があれば助かる。 

・金融支援としての ESG 投資や J-クレジットに関すること 

その他 ・全国レベルの団体（全国商工会議所や業界団体の全国／本部等）との連携で

全国の事業所脱炭素機運を盛り上げる 

・全国センターから各地域センターへの委託契約を含む全国的な事業者支援事

業を実施していただきたい。（内容は予算がとれるかどうかにもよると思います

が、ESG 金融や事業者支援制度等の情報提供説明会の実施など） 

・伴走支援 

・うちエコ診断士の派遣窓口を担い、有料でコンサルティングできる仕組みがほ

しい。 
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5

(1)

(2)

6

(1)
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COOL CHOICE
COOL CHOICE

3.4.3

IPCC 6
30

PDF 5

3-10

 3-10

 3-8
 5,100

5,050

2021 
earth garden " " 2022 

5

https://www.jccca.org/oyakudachi/download-list 
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PDF
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2021

2021

 3-11
 3-11

76
27,765 2021 4 1 2022 3 31
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2021 4 1 2022 3 31 1
27 32 UU 13.2 13.1

UU
2021 10 22 2021

11 404,633  3-12  3-14

 3-12
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月  
2021 年度 

ページビュー数 
164,172 248,636 351,271 265,590 266,222 211,871 

2020 年度 

ページビュー数 
160,507 281,327 342,277 502,578 367,381 271,755 

2021 年度 

訪問者数（UU 数） 
77,658 118,620 174,082 130,347 132,068 107,645 

2020 年度 

訪問者数（UU 数） 
68,861 120,585 141,145 201,488 151,151 106,622  

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 
2021 年度 

ページビュー数 
269,576 404,633 267,382 295,165 264,760 173,381 3,182,659

2020 年度 

ページビュー数 
312,454 348,305 316,758 411,135 366,687 201,415 3,882,579

2021 年度 

訪問者数（UU 数） 
135,422 202,886 132,022 147,230 139,401 88,858 1,586,239

2020 年度 

訪問者数（UU 数） 
118,043 126,157 125,581 170,518 150,028 91,899 1,572,078

 3-14

2021 60.6
34.9 4.5

 3-15
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 3-15 4

2021 4 1 2022 3 31
684,054

299,384

 3-13

2
0
2
1

年
度

 

順位 ページ タイトル ページビュー数 URL（https://www.jccca.org 以降） 

1 温暖化とは？地球温暖化の原因と予測 684,054 /global-warming/knowleadge01 

2 データで見る温室効果ガス排出量（世界） 299,384 /global-warming/knowleadge04 

3 使える素材集検索／一覧 247,462 /oyakudachi/download-list 

4 データで見る温室効果ガス排出量（日本） 122,622 /global-warming/knowleadge05 

5 3-1 地球温暖化を防ぐために私たちにできること 119,066 /faq/15936 

6 トップページ 97,049 / 

7 4-4 日本の部門別二酸化炭素排出量(2019 年度 84,854 /download/13335 

8 IPCC とは？ 61,396 /ipcc/about/index.html 

9 地球温暖化の影響予測(世界) 59,409 /global-warming/knowleadge02 

10 2-2 海面上昇の影響について 55,363 /faq/15931 

2
0
2
0

年
度

 

順位 ページタイトル ページビュー数 URL（https://www.jccca.org 以降） 

1 温暖化とは？地球温暖化の原因と予測 658,914 /global_warming/knowledge/kno02 

2 すぐ使える図表集 241,609 /chart/ 

3 よくある質問 1-13（私たちができること） 196,683 /faq/faq01_13 

4 データ集[1] (世界の CO2 排出量) 160,438 /global_warming/knowledge/kno03 

5 地球温暖化とは 136,477 /global_warming/ 

6 トップページ 88,885 / 

7 すぐ使える図表集 3-1（世界の二酸化炭素排出量） 79,030 /chart/chart03_01 

8 すぐ使える図表集 4-4（日本の部門別 CO2 排出量） 65,715 /chart/chart04_04 

9 日本の現状 63,849 /trend_japan/state/ 

10 家庭部門における CO2 排出の動向 63,226 /home_section/homesection01.html 
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59

6

 3-16

7  3-14

 3-14

6 https://rccains.jccca.org/ 
7
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3-15 SNS

 3-15
地域センター名 代表メールアドレス 

センター長 センターウェブサイト 

センター事務局職員数 センターSNS 

センター指定年月日 センター指定団体名称 

郵便番号 指定元自治体担当課 

住所 推進員（委嘱人数、委嘱期間、委嘱方法） 

電話番号 センターが参画している地域協議会名 

FAX 番号  

 3-16

 3-16
事業概要 

活動名 主なターゲットとした啓発対象 

実施期間 手法 

目的 目標 

活動内容 連携協力機関 

実施年度 予算 

テーマ 実施状況 

事業実績 

CO2 排出削減効果 副次的効果（社会的効果） 

アピールしたい実績および定量的評価  

その他 

備考 添付ファイル 

本件連絡先 Youtube 動画 URL 

添付画像 外部リンク 
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SNS
SNS SNS

SNS

3-5

2050

 3-17 
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n=1,016 3
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GEOC8 20 20
PAC 9 PAC

PAC
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9 Personal Attitude Construct 
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n=480 16
480

n=2,520 491

 3-22
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 3-23
SDGs
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 3-24 

4.4 / 5.9 /
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2021  3-33

 3-17 2021

 2021 12 8 ( ) 10 ( ) 10:00 17:00 
3 3-059
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earth garden 2022  3-34

 3-18  earth garden 2022

 2022 1 22 ( ) 23 ( ) 10:00 16:00 

100 earth garden  2022 12,000
IPCC 6

30

2021
35 2021.12.6. 12.

18 2021
2021.12.12. 
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 4-3 WEB



48 

3
3

71
 4-3  4-5  4-3

 4-3

No 認定団体 

 4-4

No 認定団体 
１ 新城市 
２ 徳島市 
３ ⼩⽥原市 
４ 富良野市 

 4-5

No 認定団体 
1 株式会社ぱるえむ 
2 北海道ガス株式会社 
3 全国農業協同組合連合会 
4 ⼀般社団法⼈ JBN 
5 ⼀般社団法⼈ Forward to 1985 energy life
6 パルシステム⽣活協同組合連合会 
7 イオンリテール株式会社 
8 ⼀般社団法⼈⽇本フリーランスインテリアコーディネーター協会 
9 NPO 法⼈住まいの構造改⾰推進協会 

10 株式会社ビルド 
11 パナソニック LS スマートエナジー株式会社 
12 株式会社⼤⻄商会 
13 株式会社レーベン 
14 京葉ガスリキッド株式会社 
15 株式会社リビングソーラー 
16 特定⾮営利活動法⼈ NPO ひがしね 
17 ⽇本⽡斯株式会社 
18 藤井物産株式会社 
19 株式会社ピーアールセンター 
20 ダイキン HVAC ソリューション近畿株式会社 
21 武州⽡斯株式会社 
22 中部⽇化サービス株式会社 
23 特定⾮営利活動法⼈環境カウンセラー千葉県協議会 
25 静岡ガス株式会社 
26 有限会社松房電機 
27 北⾒⽯油販売株式会社 
28 京和ガス株式会社 
29 特定⾮営利活動法⼈旭川 NPO サポートセンター 
30 特定⾮営利活動法⼈コアラッチ 
31 DCM ダイキ株式会社 
32 吉永建設株式会社 
33 株式会社三創 
34 近代ホーム株式会社 
35 ⼀般財団法⼈北海道国際交流センター 
36 宮⽥電⼯株式会社 
37 サンヨーリフォーム株式会社 
38 有限会社ふゅーちゃー 
39 株式会社ビルドアート 
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3 4 1 4 3 16 2,020
1,025

3 30
 4-22

2

 4-22 ( 30 )
順位 対策分野 対策内容 選択数 実施数 実施率
1 冷暖房 1部屋⽬の暖房の設定温度を控えめにする 375 346 92%
2 ⾃家⽤⾞ エコドライブに⼼がける 358 334 93%
3 給湯節⽔ ⼿元⽌⽔型節⽔シャワーヘッドを設置する 307 192 63%
4 給湯節⽔ シャワーを使う時間を1⼈1⽇1分短くする 257 214 83%
5 冷蔵庫 冷蔵庫を省エネ型に買い替える 222 103 46%
6 ⾃家⽤⾞ カーエアコンの温度と⾵量をこまめに調整する 169 150 89%
7 冷暖房 扇⾵機を使いエアコンを3割減らす 155 116 75%
8 給湯節⽔ シャワーの時間を3割減らす 151 121 80%
9 冷暖房 冷房の設定温度を控えめにする 147 133 90%
10 給湯節⽔ 家族が続けて⼊り⾵呂の追い炊きをしない 142 125 88%
11 照明 居間の蛍光灯をLEDシーリングライトに付け替える 130 77 59%
12 給湯節⽔ 節⽔シャワーヘッドを取り付けて利⽤する 128 61 48%
13 冷暖房 暖房をする時間を3割短くする 127 94 74%
14 冷暖房 暖房をする時間を1時間短くする 119 92 77%
15 冷暖房 家族だんらんで⼀部屋で過ごすようにする 100 88 88%
16 給湯節⽔ お⾵呂のお湯を少なめにして半⾝浴をする 100 70 70%
17 給湯節⽔ 給湯器を節約モードに設定する 95 81 85%
18 ⾃家⽤⾞ ⽬的値まで⾞でなく徒歩や⾃転⾞で⾏く 87 59 68%
19 冷蔵庫 冷蔵庫の設定を弱くする 84 70 83%
20 ⾃家⽤⾞ 1⽇10分間のアイドリングストップをする 83 64 77%
21 冷蔵庫 1台⽬の冷蔵庫/ストッカー(冷凍庫)を⽌める 80 25 31%
22 冷暖房 1部屋⽬のエアコンを省エネ型に買い替え、暖房もエアコ 78 41 53%
23 ⾃家⽤⾞ 1台⽬の⾞を燃費のいい⾞に買い替える 76 25 33%
24 冷暖房 1部屋⽬のエアコンを使⽤しないシーズンはコンセントから 71 55 77%
25 冷暖房 1部屋⽬のエアコンを省エネ型に買い替える 69 25 36%
26 ⾃家⽤⾞ タイヤの空気圧を適正に保つ 68 61 90%
27 ⾃家⽤⾞ ⽬的地までの⾞の利⽤を半分にする 68 40 59%
28 ⾃家⽤⾞ 1台⽬の⾞をエコタイヤに交換する 58 23 40%
29 太陽光 屋根に3.6kWの太陽光発電装置を設置する 58 26 45%
30 冷蔵庫 エアコンのフィルターを掃除する 55 37 67%
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順位 対策分野 対策内容 選択数
1件あたりの

CO2削減効果
(CO2-kg/年)

1件あたりの
光熱費節約効果

(円/年)

1 照明 不在部屋の照明を消す 1,584 98 4,668
2 照明 LEDシーリングにする 1,310 266 12,393
3 ⾃動⾞ 近所は⾃転⾞や徒歩で⾏く 1,077 182 11,808
4 冷蔵庫 省エネ型冷蔵庫にする 1,009 258 11,983
5 給湯節⽔ 節⽔シャワーヘッドを使う 942 156 17,334
6 テレビ 省エネ型テレビにする 792 115 5,490
7 冷蔵庫 冷蔵庫の設定を弱くする 710 53 2,605
8 ⾃動⾞ エコドライブに⼼がける 662 92 5,994
9 冷暖房 家族だんらんで過ごす 643 337 14,670
10 給湯節⽔ シャワーを1⼈5分にする 459 413 50,470
11 ⾃動⾞ 燃費のいい⾞にする 350 1,173 75,920
12 太陽光・その他 太陽光発電を設置する 255 2,268 90,602
13 給湯節⽔ エコジョーズに買換える 235 179 10,433
14 洗濯乾燥 ⾐類を天⽇乾燥させる 191 36 1,665
15 給湯節⽔ エコキュートに買換える 107 586 43,629
16 太陽光・その他 脱炭素電⼒を選ぶ 85 3,105 -10,036
17 冷暖房 省エネ型エアコンにする 80 309 14,453
18 冷暖房 内窓をとりつける 64 321 12,854
19 テレビ ラジオを利⽤する 55 167 7,740
20 給湯節⽔ 節⽔シャワーヘッド（⼿元⽌⽔型）を使う 50 270 27,357
21 給湯節⽔ シャワーを1分短くする 45 79 7,522
22 保温待機 炊飯ジャーの保温をやめる 44 90 4,188
23 照明 照明を1時間短くする 39 131 6,190
24 照明 LED電球につけかえる 39 72 3,422
25 ⾃動⾞ ⾞を2割減らす 36 385 24,949
26 冷暖房 省エネ型エアコンで暖房する 34 716 27,301
27 冷蔵庫 冷蔵庫の中⾝をつめすぎない 34 59 2,725
28 ⾃動⾞ 軽⾃動⾞にする 34 612 39,693
29 給湯節⽔ シャワーを1⼈5分にする 30 809 30,351
30 給湯節⽔ ⾷器洗いでお湯を減らす 30 50 4,836
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対策分野 対策内容 実施件数 CO2削減効果
(CO2-kg/年)

光熱費節約効果
(円/年)

照明 不在部屋の照明を消す 2 262 12,156
⾃動⾞ エコドライブに⼼がける 1 37 2,400
冷暖房 家族だんらんで過ごす 1 162 7,512
冷蔵庫 冷蔵庫の設定を弱くする 1 137 6,348
テレビ 省エネ型テレビにする 1 103 4,764
洗濯乾燥 ⾐類を天⽇乾燥させる 1 140 6,504
給湯節⽔ シャワーを1⼈5分にする 1 177 33,924
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5.1.1
 5-6 7

 5-6
No 日程 依頼元 実施 内容 .

1

2021 年
7 月 30 日（金）
①10：00-12：00 
7 月 31 日（土)
②10：00-12：00 
③13：30-15:30 

品川区環境情報
活動センター

品川区環境情報
活動センター
（東京都品川区）

品川区内の小学生のべ 45 名とその
保護者を対象に、夏休み自由研究講
座の一環で地球温暖化を学ぶクイズ
や環境マークから考えるプログラム・
ワークショップを実施した。

各回小学
生 15 名、
保護者 15

名

2
2021 年
9 月 14 日（火）
13：30-16：30 

事務局会議室
（zoom を使用）

計 69 名 
（ 県 内 推 進

員 42 名、そ

の他県内指

導員受講者

27 名）

3
2021 年
9 月 16 日（木）
10：00-15：00 

事務局会議室
にて収録

動画収録

4
2021 年
10 月 21 日（木）
14：00-15：00 

事務局会議室
（zoom を使用）

高校生
5 名

5
2021 年
10 月 25 日（月）
10：00-10：45 

事務局会議室
（zoom を使用）

25 名を対象
に、親子で地球温暖化防止を考える
講座を開催。身近な家電製品の使い
方に関するクイズや環境マークから
考えるプログラムを使った実施に関す
る講演を行った。

幼稚園
保護者
25 名

6
2021 年
10 月 28 日（木）
13：00-16：30 

事務局会議室
より配信
（zoom を使用）

Zoom
214 名
YouTube 
Live
総再生数
665 回

7
2021 年
10 月 29 日（金）
13：30-16：00 

郡山市
中央公民館
第 5/6/7 講義室

計 36 名
（ 県 内 推 進

員 16 名、そ

の他県内指

導員受講者

20 名）

 5-3



103 

CSR CSV SDGs

 5-4
 5-5

CSR CSV SDGs

102
2,448

3 97

 5-6  5-7



104 

3.2.4

-

 WPA
SOMPO

 mito 
 i3experience

Pure Cycle 

       

64 16
 6-1



105 

 6-1

/

64
25

83 3 28
139 3

/
 6-2

 6-2



106 

2022 4 2 15 10:00 17:00
113-0033 7 3 1

 6-1

 6-1

28
VTR

 6-2

 6-2

28 ( 3
1 )

 6-3
 6-3



107 

 6-3



108 

 6-3

 6-4

 6-4



109 

 6-5

           / 

          

 6-5

 6-6

      3 2

 6-6



110 

(1 ) ( 1 4 )

( 1 2 )

 6-7  6-8
/ 11

(1 )
(2 )

 6-7

 6-8



111 

 6-4
/

 6-5
 6-4

受賞団体名 都道府県 取組み名称

グランプリ 松隈地域づくり株式会社 佐賀県 地域の恵みを未来の力へ

金賞（学生部門） 宮城県農業高等学校　環境保全部 宮城県 #ZEROマイプラ　～安全な食料生産と豊かな海作り～

金賞（ジュニア・キッズ部門） ECOHONU 沖縄県 みんなの海をみんなで守ろう！

金賞（企業・自治体部門） 株式会社竹中工務店 東京都
森林グランドサイクルを加速する中高層木造建築と
木のまちづくり

金賞（市民部門） NPO法人Class for Everyone 神奈川県 移動型ソーラー電源を作る環境教育授業

社会活動分野 森と子ども未来会議 愛知県
学童保育所を協働×伝統構法で木造化！
街に森を創るプロジェクト

学校活動分野 静岡県立浜松城北工業高等学校 環境部 静岡県
「地球にやさしいエンジニア」を目指し
共感の輪を拡げる環境活動

セブン-イレブン記念財団最優秀地域活性化賞
京都府立桂高等学校
京の伝統野菜を守る研究班

京都府 地元企業と連携した資源循環と地域活性を目指して

ユニ・チャーム最優秀やさしさでささえる賞 三豊市立下高瀬小学校 香川県 「もったいない」と「ありがとう」で地球温暖化を防ごう

ニトリ最優秀夢・未来賞 真岡児童館「やさしクラブ」 栃木県 子ども自ら考え、行動する気候変動対策

いのちをつなぐSARAYA賞 出雲西高等学校インターアクトクラブ 島根県 出雲発！森林保全プロジェクト

日本WPA最優秀未来へのはばたき賞 公益財団法人Save Earth Foundation 東京都 子どもたちの夢を育む「夢ボード」でSDGｓを達成する

ユタコロジー最優秀チャレンジ賞 バイオガス出前授業の会 東京都
生ごみからエネルギーを作ろう！
～みんなで聖火を灯そう～

レンゴー最優秀脱炭素未来づくり賞
工学院大学附属中学校・高等学校
自動車部

東京都 ソーラーカーの実用化と自動車の脱炭素化

SOMPO環境財団最優秀わくわく未来賞 大牟田市立明治小学校 福岡県
大牟田素敵タウンプロジェクト
美しいふるさとを未来へ残そう

ウェイストボックス最優秀CO2の見える化賞 一般社団法人沖縄ＣＯ２削減推進協議会 沖縄県 脱炭素化に向けての建物ZEB化及び省エネ推進事業

気象キャスターネットワーク
最優秀市民・学校エコ活動賞

国際基督教大学高等学校 東京都 ICUHS エコ化計画

オルタナ最優秀ストーリー賞 ウォータースタンド株式会社 埼玉県 マイボトルで脱炭素「ボトルフリープロジェクト」

明星大学（経営学部）
SDGsポイント事務局

東京都 SDGsポイント

前田道路株式会社
西関東支店　川崎営業所

神奈川県 まえだ TEQ,まえだパークによるグリーンインフラの整備

東北おひさま発電株式会社 山形県
バイオガス発電施設を中心としたリサイクルシステムの
確立に向けた取り組み

審査委員特別賞

賞　名

環
境
大
臣
賞

（
5
件

）

(

２
件

）

文
部
科
学
大
臣
賞

企
業
団
体
賞

（
1
1
件

）

マクドナルドオーディエンス賞（２件）
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・プレゼン発表に興味 
・脱炭素 CC に興味 

・高村氏の講演 
・アイデア賞の講演 

・パネルディスカッション 
・ファイナリストの応援 

・WEB 投票に興味 
・賞や表彰式に興味 

・開催方式に興味 
・誘われたので 

・連携できる団体探し 
・来年の応募を考えて 

・協賛、協力を検討 

 6-2

13 2022

3

1

173
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3

133 5

 6-6

年度 
開発・ 

製品化部

先進導入・ 

積極実践部門

普及・ 

促進部門

イノベーション発掘・ 

社会実装加速化枠 
総数 

平成 28 30 58 89 - 177 

平成 29 24 47.5 72.5 - 144 

平成 30 28 47.5 63.5 - 139 

令和元 30 43.5 86.5 - 160 

令和 2 41 27 96 - 164 

過去 5 年平均 

（平成 28－令和 2） 
31 45 82 - 157 

令和 3 年 35 24 68 6 133 

3
133

31 7
6 16 2

 6-7

年度 
開発・ 

製品化部門 

先進導入・ 

積極実践部門
普及・ 

促進部門

イノベーション発掘・

社会実装加速化枠
表彰数 

応募 

総数 
倍率

平成 28 10 14.5 12.5 - 37 177 4.78

平成 29 8 15.5 13.5 - 37 144 3.89

平成 30 6 17 14 - 37 139 3.76

令和元 6 12.5 16.5 - 35 160 4.57

令和 2 11 3 27 - 41 164 3.78

過去 5 年平均 

（平成 28－令和 2） 
8 13 17 - 37 157 

4.16

令和 3 年 7 6 16 2 31 133 4.29
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 6-8 3
区分 受賞者 活動の名称 

開
発

・製
品

化
部

門
 

緩
和

分
野

 
気候変動 

アクション大賞 

メトロ電気工業株式会社 「オレンジヒート® 」の開発による加熱方法の革新と大幅な環境負荷低減 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

株式会社環境経営総合研究所 プラ使用量と CO2 排出量を削減する紙パウダー入複合素材の開発 

大東建託株式会社 国内初の LCCM（ライフ・サイクル・カーボン・マイナス）賃貸集合住宅の開発 

ピットデザイン株式会社 環境負荷を減らす駐車場管理システム『スマートパーク』の開発 

◎三菱重工サーマルシステムズ株式会社、

中部電力株式会社 

低 GWP 冷媒を用いた空気熱源循環加温ヒートポンプの開発と普及 

適
応

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

＜w 天敵＞コンソーシアム（代表機関 国立

研究開発法人 農業・食品産業技術総合研

究機構） 

気候変動による害虫増殖から果樹を守る＜w 天＞防除体系の開発 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

なし 

緩
和

・適
応

分
野

 気候変動 

アクション大賞 

なし 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

◎日産自動車株式会社、フォーアールエナ

ジー株式会社 

電気自動車普及による CO2 削減及び日本電動化アクション 『ブルー・スイッチ』

活動 

先
進

導
入

・積
極

実
践

部
門

 

緩
和

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

開成町 日本初の ZEB 認証庁舎 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

NPO 法人市民省エネ・節電所ネットワーク 市民と脱炭素社会を実現する「市民省エネ・節電所」の確立 

大和ハウス工業株式会社 再エネの自給自足による RE100 への挑戦 

合同会社ファンタイム 行き場を失った廃棄予定食品の再流通を通じた食品ロスと温室効果ガスの削

減 

適
応

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

なし 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

なし 

緩
和

・適
応

分

野

気候変動 

アクション大賞 

市民エネルギーちば株式会社 環境負荷最小の再エネ【ソーラーシェアリング】と有機農業の融合による地域再

生 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

気仙沼地域エネルギー開発株式会社 漁業のまち気仙沼での木質バイオマスを活用した地域内循環の取組 

普
及

・促
進

部
門

 

緩
和

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

特定非営利活動法人 PV ネット兵庫グロー

バルサービス 

自然と共生する都市型小水力発電による脱炭素社会の学び場づくり 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合 自動車リサイクル部品の CO2 削減効果の研究を活用したカーボンニュートラル

に向けた普及・啓発 

大阪府立堺工科高等学校 定時制の課程 環境保全プロジェクト～捨てればゴミ、活かせば資源～ 

特定非営利活動法人ゼリ・ジャパン 脱炭素社会の実現を目指す「気候非常事態ネットワーク」の推進 

一般社団法人全国清涼飲料連合会 サーキュラー（循環）＆エコロジカル（地球との共生）・エコノミーのトップランナー

に向けた挑戦～CO2 排出量削減への取組み～ 

特定非営利活動法人ソフトエネルギープロ

ジェクト 

自然エネルギー・省エネルギーの普及促進及び環境教育 

株式会社タニハタ 伝統木工技術「組子」で取り組む気候変動対策 

東京農業大学農学部・エリアンサスグルー

プ 

エネルギー作物に関する研究と教育に基づく脱炭素社会構築の試み 

なにわエコ会議 中小事業所向け CO2 削減コンペの実施 

広島市立広島工業高等学校 地球環境の「見える化」、未来に継ぐ環境の樹形図プロジェクト 

適
応

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

株式会社 LIXIL 室内熱中症予防啓発活動「クール de ピース PROJECT」 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

なし 
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緩
和

・適
応

分
野

 

気候変動 

アクション大賞 

学校法人誠心学園浜松開誠館中学校高等

学校 

地球と未来を守れ！気候マーチで脱炭素社会を訴えよう！ 

気候変動 

アクション 

環境大臣表彰 

一般社団法人あきた地球環境会議 「気候変動対策×主権者教育」プロジェクト みんなで描く にじいろ未来 

野村不動産投資顧問株式会社 運用不動産における気候変動の「緩和」と「適応」が SDGs 達成に紡がれる 

藤当 満 地域 FM 局を通じた地球温暖化防止啓発活動 

一般社団法人やちよ未来エネルギー コドモミライプロジェクト 

イノベーション発掘・ 

社会実装加速化枠 

アルハイテック株式会社 アルミ水素で脱炭素社会に挑戦！！ 

株式会社 Looop 脱炭素循環型コミュニティ普及モデルの構築 [スマートシティさいたまモデル] 

ユース・アワード 京都府立桂高等学校 循環型農業を目指す研究班 循環型農業で低炭素の社会を目指す 

聖心女子大学 Earth in Mind 聖心女子大学におけるフードロス削減に向けたアクション 

富士宮高校会議所 SDGs 実践「マスマス元肥（ゲンピ）を使って、富士宮をマスマス元気に！！」 

3

 6-9
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2021 6 30 39

 7-1 1
実施日 時間 内容 

2021 年 

6 月 30 日 

  

  

   

11:00 開会 

11:00 講義：温対法改正と地域センターの役割 講師：秋元智子 氏（JNCCA 専務理事） 

11:30 講義：地域センターについて 講師：木場和義 氏（JNCCA 事務局次長） 

  昼休み 

13:00 演習・講義：『脱炭素』ってどう伝える？ 講師：井原 妙 氏（JNCCA 主幹） 

 教材体験①「脱炭素って？」 

 教材体験②「どう暮らす？」 

 事例紹介：長野県センターでの取組について 講師：田中陽子 氏（長野県センター） 

15:30 ふりかえり 

16:00 総評・閉会 

Web

30 76.9%

5
10

 7-2
設問（回答：10 段階） 全体 

平均値 

初参加者

の平均値 

参加経

験有の

平均値 

満足度 研修に参加してどのようにお感じですか？ 8.53 8.24 9.22

理解度 研修の内容は理解しやすかったですか？ 8.73 8.43 9.44

反映度 研修で学んだことは、あなたの仕事の役に立ちますか？ 8.43 8.24 8.89

説明 講師の説明は簡潔でわかりやすかったですか？ 8.77 8.48 9.44

方法 この研修における研修方法は、 

研修内容の理解促進に役立ちましたか？ 

8.70 8.38 9.44

研修レベル 研修内容は、あなたにとって適度なレベルでしたか？ 8.23 7.86 9.11
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10

 7-1 10

 7-3
設問：今回の研修に対して、ご意見をお聞かせください。（回答原文） 

回答 1 いろいろと勉強になりました。ありがとうございます。クイズも楽しみながらできるのでよいのかもしれません

が、気候危機、脱炭素を小学生のうちからしっかりと学習するためのツールの開発を望みます。 

回答 2 脱炭素の取り組みの必要性が理解できた。環境マークについて関心が持てた。他センターとの交流ができ

てよかった。時間はもう少し短縮されてもよかったのではないかと感じた。 
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回答 3 温暖化防止を啓発していく立場になるにあたり、このような研修をご準備いただけるのはとても助かります。 まだ

センター職員となって日が浅いのですが､各センターの取り組みを知れたり、全体のレベルアップに役立ったので

はないかと思います。 これからも情報を密に行っていければうれしいです。 この度はありがとうございました。 

回答 4 ゲームを取り入れた研修内容は良かったが、もう一歩進んで具体的で対策的な研修内容を希望いたします。 

回答 5 研修に参加させていただきありがとうございました。 井原さんからの普及啓発の仕方のお話や、長野県セ

ンターさんの事例発表は特に参考になりました！早速、今年度の佐賀大学生のインターンシップ生向けに

研修で学んだことを披露する機会がありました。 

回答 6 各県のセンターさんが使用している教材をもっとたくさん紹介してもらえたら助かります。 

回答 7 非常に勉強になりました。各地域センターの皆様とのディスカッションの場も設けて頂けて、昨今の状況下

ではコミュニケーションを取ることのできる貴重な機会となりました。 

回答 8 お忙しいと思いますが、事前に資料を配布してほしい 

回答 9 項目によって難題なものもあった。時間が長く、職場の席での参加の為、集中するのに少し困難なことがあ

った。 長い時間 PC に向かっていなければならないので、視力体力ともに疲れます。 

回答 10 普段顔を合わせることができない他センターの職員さんとグループワークができて良かった。 

2021 8 4 ( )
Zoom

36

 7-4 2
実施日 時間 内容 

2021 年 

8 月 4 日 

  

  

  

   

9:30 開会/参加者自己紹介 

9:50 演習：ワークショップ体験 

11:20 講義・演習：「オンラインの可能性とリスクの整理」 

昼休み 

13：00 講義・演習「オンライン・ワークショップ困ったアルアルと対処法」 

14:20 講義・演習「環境デザインとテクニカルな運用のポイント」 

15:20 講義・演習「対話を深めるためのプログラムデザインとファシリテーション」 

16:20 質疑応答/研修振り返り 

16:30 閉会 

Web

29 78.4

5
10
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 7-5
設問（回答：10 段階） 平均

値 

初参加者

の平均値 

参加経験有

の平均値 

満足度 研修に参加してどのようにお感じですか？ 8.90 8.88 8.91

理解度 研修の内容は理解しやすかったですか？ 8.66 8.71 8.64

反映度 研修で学んだことは，あなたの仕事の役に立ちます

か？ 
8.55 8.57 8.55

説明 講師の説明は簡潔でわかりやすかったですか？ 9.24 9.29 9.23

方法 この研修における研修方法は，研修内容の理解促

進に役立ちましたか？ 
8.86 8.57 8.95

研修レベル 研修内容は、あなたにとって適度なレベルでしたか？ 8.79 8.57 8.86

0.5

3
10

 7-2 10

2
2
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 7-6
設問：今回の研修で、興味・関心が向上したことについてご記入ください。（回答原文） 

回答 1 各種オンラインツールを効率的に使用することで、より分かりやすいオンライン研修が実現できることが分かりました。 

回答 2 WEB 会議、WS だからこそ実現できる点があり、従来の対面でのやり方に縛られる事はないというところが目から鱗でした。

回答 3 UMU、MIRO の活用など 

回答 4 
研修参加者への問いかけ方に関心が高まった。これは、オンラインだけでなく、実地でも同様なことが言えます

が、「何を」「どのように」問うのか、参加者が迷わない問いかけを心がけたいと思います。 

回答 5 オンライン研修で使える他のツールがないか気になる。 

回答 6 オンラインセミナーと教室型の対面セミナーの違いや効果の出し方について、以前より具体的に考えられるようになりました。

回答 7 
オンラインの場合どうしてもコミュニケーションが取り難いと思って追いましたが、今回紹介してもらったツール

でその考えが変わりました。（使いこなせるかなどは別として・・・） 

回答 8 ZOOM を使って温暖化の普及活動や、推進さんの研修にも使えそう。 

回答 9 いろいろなツールを使えばオンラインならではの研修の方法がある。 

回答 10 ワークショップの実施方法 

回答 11 機器の操作の補助が出来るようになりたい。 

回答 12 オンラインを活用した動きについて、実感を持って知ることができた。事前準備、機材、ツールへの理解向上を図りたいと思った。 

回答 13 井澤先生が紹介して下さったオンラインに使用している各種機材にも関心を持ちました。 

回答 14 
仕組み立てをする上で、実施内容の目的を明確にするだけではなくそこで利用するツールにも視点を置いて、なぜそのツー

ルを使うのかの理由付けもするとより実施内容がわかりやすく、成果も得やすいということを知れたため。 

回答 15 ZOOM イベントの効果的な集客方法 

回答 16 
業務で ZOOM やブレイクアウトルールを使うことがあり、やっつけで業務を行っているところがあったが、今回

の講義を聞いてとてもためになりました。質問にもていねいに答えてくれてありがとうございました。 

回答 17 オンラインでのアイスブレイク 

回答 18 問いの重要性 

回答 19 オンラインだからこそ実現できることについて 

回答 20 
ブレイクアウト機能は、オンライン研修会では難しいと感じていたグループワークを実現するためにとても有効

でした。注意点についても丁寧に説明してもらえたので、どのような時に使うか考えながら使用したいです。 

回答 21 質の高い、オンライン研修を行いたくなった。 

 7-7
設問：今回の研修を踏まえて今後地域センターで取り入れたいことについてご記入ください。（回答原文） 

回答 1 WEB 会議を主催する機会も増えてくるため、取り入れていければと思っています。 

回答 2 各ツールのポイントや使うタイミングなどは理解できたので、まずは小さな打合せなどで練習してみたい。 

回答 3 オンラインでの意見集約の方法など、試してみたい。 

回答 4 今回教えていただいたツールが使えるような研修がある場合は、積極的に活用していきたい。 

回答 5 
オンラインセミナー自体は急増しているものの、とりあえずツールとしてオンラインを使っているだけのものも多く、満足度の高いもの
となると少ないと感じていましたが、オンライン独自の方法を駆使してイベントの質を高めることを目指そうと思いました。 

回答 6 Miro を使ってみたいとは思いますが、使いこなせるかまた他の人が使えるかが不安です。 

回答 7 定期的な推進員ミーティング 

回答 8 地球温暖化防止活動推進員の研修に取り入れ、オンライン用にプログラムし必要に応じ Zoom の各機能などを活用し実施したい。

回答 9 会議の際にツールを活用して、自分では考えつかないようなアイデアを生み出していきたい。 

回答 10 
推進員の研修会に昨年より Zoom を使用していますが、今年はブレイクアウト機能も使って推進員同士の交流
や意見交換ができるような構成にしたいと思います。 

回答 11 
いままでは会場で行っている講座をオンラインでも同時に流すだけだったので、オンラインでの参加者同士が
ディスカッションできるようなプログラムを検討したい。 

回答 12 学生向けに ZOOM を活用したイベントを企画できれば面白いかもと思いました。 

回答 13 
スプレッドシートの活用  グループワークの進み具合など、ブレイクアウトルームに入らなくても  観察がで
き、成果物での発表もできるため。 
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 7-8 CO2

COOL CHOICE

COOL CHOICE

COOL CHOICE
COOL CHOICE COOL 

 

テーマ
原単位
（ ）

【参考】
単年原単位

原単位計算式（下線は導入による総効果算定の際に使用）

省エネ機器
冷蔵庫・テレビ・エアコンの買換えによる平均電力削減量（ 年） （冷蔵庫の買換えによる電力削減量×平
均買換え年数） ＋（テレビの買換えによる電力削減量×平均買換え年数）＋（ｴｱｺﾝの買換えによる電力削減量
×平均買換え年数 ÷ ×電力の 排出係数

省エネ
住宅

戸建て世帯（ 人）当たり年間エネルギー種別 排出量（電気、都市ガス、 ガス、灯油）×住宅の平均使用年
数

断熱リフォーム
年以前又は 年基準の住宅から 年基準へ回収した場合の年間暖冷房エネルギー消費量の削減量

（ 年）＝ 年以前と 年基準の加重平均値－ 年基準×電力の 排出係数 ×（住宅の平均使
用年数 －外壁リフォームを実施した住宅の一般的な築年数（ 年）

エコカー

台当たり 排出削減量（ 年）＝ベースライン（内燃車）の 排出量（ 年）（①）－エコカーの
排出量（ 年）（ （②）、 （③）、 ・ （④）の 排出量の加重平均値）×平均自動車買い替え年
数
①平均走行距離（ 年）÷燃費値（ ）×自動車燃料の 単位発熱量 （ ）×ガソリンの 排出係数
（ ）
②平均走行距離（ 年）÷ のエネルギー 消費効率（ ）×電力の 排出係数 （ ）
÷
③平均走行距離（ 年）× の 排出量（ ）÷
④平均走行距離（ 年）× ・ の 排出量（ ）÷

クールビズ
人当たり 排出削減量（ 年）＝電力・ガス使用時の 削減量（ 年）＝ 排出量（ ）×政

策よる削減率（ 上昇）（％）÷労働人口（人）

ウォームビズ
人当たり 排出削減量（ 年）＝電力・ガス使用時の 削減量（ 年）＝ 排出量（ ）×政

策よる削減率（ 低下）（％）÷労働人口（人）

照明の効率的利用

軒当たり 排出削減量（ 年）＝ベースラインの 排出量（ 年）（①）－ 買い替え後の 排
出量（ 年）（②）× の平均寿命年数
①年間照明利用時間（ ）×蛍光灯の電力消費（ ）×部屋数（室）×電力の 排出係数 （ ）
②年間照明利用時間（ ）× 照明の電力消費（ ）×部屋数（室）×電力の 排出係数 （

）

エコドライブ
平均燃料削減量（ 年）＝年間平均ガソリン消費量×エコドライブによる燃料削減率×ガソリンの 排出
係数

カーシェア 人当たり 排出削減量（ 年）＝ガソリン車 台の 排出量（ 年）×カーシェアによる削減率（％）

スマートムーブ
移動手段が自動車から

公共交通機関等に 日 週置
き換わった場合の原単位

人当たり 排出削減量（ 年）＝公共交通機関利用時の 排出削減量（ 年）（バス（①）、鉄道
（②）、自転車（③）の加重平均値）÷
①ガソリン車 台の 排出量（ 人 ）×バス利用による 排出削減率（％）×公共交通機関における
バス利用の割合（％）
②ガソリン車 台の 排出量（ 人 ）×鉄道利用による 排出削減率（％）×公共交通機関における
鉄道利用の割合（％）
③ガソリン車 台の 排出量（ 人 ）×移動における自転車利用の割合（％）

低炭素物流 受取個数 個当たりの 削減量

再エネ
世帯当たり 排出削減量（ 年）＝家庭における 世帯当たりの電力からの 排出量（ 年）×

｛ （ 再エネ電力メニューの再エネ比率）÷（ 電源構成における再エネ比率）｝

食品ロス
人あたり 排出削減量（ 年）＝食品ロスに係る 排出原単位（ ）× 人あたりの年間食品ロス

量（ 年）×廃棄削減率（ ）

その他
地域地球温暖化防止活動推進センターが実施した温暖化防止に係る普及啓発の実施前後のアンケートを比較
し、「これから実施する」と回答のあった省エネ行動による 削減量の合計
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